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いる o このような場合，ふっ素がエナメ Jレ質に浸透してその硬さが上昇し，また耐脱灰性も向上する
ことが知られている。
そこで本研究は， りん酸セメントのエナメノレ質に対する為害作用を防ぎ，さらにエナメノレ質の耐脱
灰性を向上させることを目的として， NaF を配合焼成させたふっ化りん酸セメントの人歯エナメ Jレ
質に対する影響を検討するとともに，歯科矯正臨床に応用して帯環の維持の程度をも検討した。
まず，従来のりん酸セメント粉末に NaF を配合焼成させて得た NaF 配合率 5%のふっ化りん酸
セメント (以下 N-50 セメントと異す) の物理的ならび、に化学的性質について検討した。 すなわ
ち，混液比 LjP=0.420 で硬化時間，耐圧強さ， pH 変化および溶解度試験を行なって従来のりん酸
セメント(以下N-O セメントと略す)と比較したc その結果，硬化時間はN-O セメントが24分，
N-50セメントは17分であった。耐圧強さはNー O セメントが 940kgjcm2 であったのに対し ， N-




次に上記 2 種のセメントと NaF 配合率 1 および 3%のふっ化りん酸セメント(以下N-10および





々に上昇し， 90日自にはN -10, N -30, N --50セメント接触の!慣に 6 ， 8 , 996上昇した。
M 次に各セメント接触30日目のエナメル質の硬さを測定し?のち 一， pH 4.7 の酢酸緩衝溶液に浸ー， 5 
漬して硬さの経時変化を測定した。その結果，対照(無処置)エナメノレ質に比べ， N-O セメント接
触エナメル質では耐酸性が低下しており，一方， ふっ化りん酸セメント接触群の耐酸性は， NaF 配
合率の増すにつれ順次向上していた。
、 Mさらに，各セメン卜接触後30 日目のエナメノレ質を酢酸溶液およひ一一 pH6.8 の EDTA 溶液で 6100 ' 
時間脱灰させ，溶出した Ca 量を光電比色計で測定した口その結果，対照(無処置)エナメノレ質に比





作成し， Böhmer 氏へマトキシリン染色を施こして検鏡した。その結果，無処置ならびにN-O セメ
ント接触エナメノレ質にはみられない著liH な退色層が N-50 セメント接触エナメル質の表層に認めら
れ，ふっ素の浸透が確認された。
さらに臨床的応用として， N-O および N-50・セメントを用いて歯科矯正忠者 47人の口~内に計
140 個の帯環を装着したところ， 3 か月および 6 か月の時点で両セメン卜の初環維持の程度に有志の
差は認められなかった。なお，歯科矯正治療上抜歯の必要な 414 に両セメントでi!日環を装着したのち
抜歯し，未研磨のまま酢酸溶液で 6 時間脱灰を行なった。その結果やはり，対照歯に比べN-O セメ
ント接触歯の耐酸性は低下し， N-50セメント接触歯では向上していた。
以上本研究の結果，従来のりん酸セメント接触エナメノレ質の硬さは経目的に低下し，耐脱灰性も対
照より劣化していることがわかった。これに対し，ふっ化りん酸セメント接触エナメ Jレ質の硬さは最
初低下するが，以後徐々に初めの硬さより，接触後30日目には耐脱灰性も対照と同等かあるいはそれ
以上となった。さらに，ふっ化りん酸セメントは歯科矯正装置の帯環維持に関して従来のりん酸セメ
ントに比べ何らそん色なく，臨床的に十分使用し得ることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は，歯科矯正学の立場から j、っ化りん酸セメントの人歯エナメノレ質におよぼす影響につい
て研究したもので，従来ほとんど行なわれなかった，乙のセメントによる歯質の耐脱灰性の向上と帯
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環の維持性について，重要な知見を得たものとして価値ある業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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